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応 募 要 項  

播磨町の消防団は現在11分　団あり、年間を通じて地域の防火・防災のために訓練を重ねています。 

s入団時期入団時期　　　　8月  1日(火) 
s応募期限応募期限　　　　6月30日(金) までまで 
s主な待遇主な待遇　　　　・年報酬・手当を支給年報酬・手当を支給 
　　　　　　　　　　　　　　・活動に必要な被服活動に必要な被服(制服・制帽など制服・制帽など)を貸与を貸与 
　　　　　　　　　　　　　　・公務災害補償、退職報償金公務災害補償、退職報償金(5年以上勤務年以上勤務)、表彰などの制度、表彰などの制度 
s応募資格応募資格　　播磨町内在住で、　　播磨町内在住で、18歳以上の健康な女性歳以上の健康な女性 
s募集人員募集人員　　　　15人 
s応募方法応募方法　　応募用紙に必要事項を記入し、持参または郵送で申し　　応募用紙に必要事項を記入し、持参または郵送で申し込む込む 
s申し込み・問い合わせ申し込み・問い合わせ 
　　　　　　　〒　　　　　　　〒675-0182(個別番号個別番号)　播磨町東本荘　播磨町東本荘1丁目丁目5番30号 
　　　　　　　播磨町役場　健康安全グループ環境安全チ　　　　　　　播磨町役場　健康安全グループ環境安全チームーム 
　　　　　　　　　　　　　　10794(35)2721

播磨町の消防団は現在11分　団あり、年間を通じて地域の防火・防災のために訓練を重ねています。 

 火災予防運動週間 

春の防火パレード 
　春の火災予防運動期間中の日曜日に、町の指
揮車を先頭に分団の消防車15台と加古川市東消
防署播磨分署の消防車および救急車により町内
全域をパレードし、地域住民に対し火災予防の
啓発を行っています。 
 
 火災予防運動週間 

秋の防火パレード 
　また、秋の火災予防運動期間中には、消防団
員の士気高揚と地域住民への防火思想の啓発を
図るため、非常呼集を実施し、消防車による一
斉放水を実施しています。 

普通救命講習会 
　「いざ！という時のために」普
通救命講習会（心肺蘇生法、応急
処置）を加古川市東消防署播磨分
署署員の指導により実施していま
す。 
 
小型ポンプ操法大会 
　毎年4月には、ポンプ操法講習
会および基本礼式訓練を実施し、
１ヵ月後に小型ポンプ操法大会を
団員の士気高揚と迅速かつ的確な
消防技術の向上を図るために実施
しています。 

加古郡消防協会出初式（兵庫県消防協会加古郡支部） 
　加古郡消防協会では、毎年１月初旬に稲美町消防団、
播磨町消防団の合同で出初式を実施しています。会場は、
稲美町、播磨町の小学校グラウンドで交互に実施してい
ます。 

s入団時期　　8月  1日(火) 
s応募期限　　6月30日(金) まで 
s主な待遇　　・年報酬・手当を支給 
　　　　　　　・活動に必要な被服(制服・制帽など)を貸与 
　　　　　　　・公務災害補償、退職報償金(5年以上勤務)、表彰などの制度 
s応募資格　　播磨町内在住で、18歳以上の健康な女性 
s募集人員　　15人 
s応募方法　　応募用紙に必要事項を記入し、持参または郵送で申し込む 
s申し込み・問い合わせ 
　　　　　　　〒675-0182(個別番号)　播磨町東本荘1丁目5番30号 
　　　　　　　播磨町役場　健康安全グループ環境安全チーム 
　　　　　　　10794(35)2721 ▲イメージ ▲イメージ 
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兵庫県で大勢の女性消防団員が活躍しています。
女性消防団員が在籍する兵庫県下の消防団と人数（平成17年10月1日

現在224人) 

消防団名女性団員数

・神戸市東灘10人
・神戸市灘 13人
・神戸市中央 7人
・神戸市兵庫 4人
・神戸市北 21人
・神戸市須磨 5人

・尼崎市 17人
・芦屋市 9人
・豊岡市豊岡 4人
・豊岡市出石 8人
・川西市 20人
・小野市 24人

・養父市 18人
・丹波市 15人
・朝来市 24人
・猪名川町 1人
・香寺町 7人
・香美町 17人

地域全体で火災や災害に対する防災活動に取り組み、安心・安全なま
ちづくりを実現させましょう。そのためには、従来の消防団の防災活動
に加え、広報活動、予防指導、災害弱者対策などの部門で女性消防団員
の活躍が大いに期待されています。あなたも播磨町女性消防団に、ぜひ
ご参加ください。

女性消防団員の活動
（1）広報活動 各種防災訓練やまつり、イベントでの防災啓発活動

（2）防火指導や応急救護指導 自治会、学校などで、消火器の使用方法
などを説明する防火指導や簡単な救護活
動の指導

（3）防火訪問 高齢者世帯を訪問し、ガ
スコンロやストーブの取り扱い、緊
急時の行動など、防火思想の普及啓
発

（4）各種訓練 災害活動のための基本訓
練（消火訓練・応急処置訓練など）
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t▼▲消防出初式にて、播磨町消防団

▲春の防火パレード

▲稲美町婦人消防隊の皆さん


